
相関し，換気回数の増加に伴い吸気時間が減少し，その結果1回換
気量は減少したと考えられた。Tバ－ドは吸気タ－ビン1回転当りの
送気量が圧力に比例して増加する。従量式モードでは設定量により
タ－ビン回転数が決定される為1回換気量が増加し，従圧式モード
では気道内圧値によりタ－ビン回転数を制御する為1回換気量がほ
ぼ一定になると考えられた。また，Tバードの換気回数は電子制御の
為変動がなかったと考えられた。

【まとめ】高気圧環境下ではオキシログの換気回数は増加し1回換気
量は減少した。Tバ－ドの1回換気量は従量式モードでは増加し，従
圧式モードではほぼ一定であった。また，換気回数の変動は見られ
なかった。
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【緒言】高気圧酸素治療にて人工呼吸器が必要な場合がある。しか
し高気圧環境下の動作保障はなされていない。そこで今回我々は高
圧環境下での人工呼吸器動作を検証および検討した。

【対象および方法】対象の人工呼吸器はドレ－ゲルメディカル社製オキ
シログ1000（以下オキシログと略す），およびケアフュ－ジョン社製T
バ－ド（以下Tバ－ドと略す）とした。方法は，ポ－タブル換気量計
とテスト肺に接続した人工呼吸器を従量，従圧式モードで換気回数
12回/分，換気量計で300，400，500mlと設定し，2種装置で20，
40，60，80，100kPaに加圧した。この時の5呼吸の平均1回換気
量，および換気回数を測定した。学術的検討は直線回帰分析を用い
p<0.05を有意とした。

【結果】オキシログの1回換気量および換気回数は100kPa時300ml
設定で1回換気量が－36.0±0.7％，換気回数が+45.0±2.1％で
あった。1回換気量および換気回数と圧力は1回換気量がR2=0.90

（p<0.01）以上の負の相関を，換気回数は0.98（p<0.01）以上の正の
相関が見られた。Tバ－ドの300ml設定では，100kPa時従量式モー
ドでは1回換気量が3倍以上増加し，R2=0.92（p<0.01）以上の正の
相関が見られた。400，500ml設定時は1回換気量がテスト肺の容量
を超えた為測定できなかった。従圧式モードでは1回換気量が－1.3
±0.6％でほぼ一定であり，相関は見られなかった。なお従量，従圧
式モードともに換気回数の変動は見られなかった。

【考察】オキシログは換気数調整スプリングバルブの開閉が圧力と正

図1　オキシログ接続図

図2　Tバード接続図

図3　オキシログ一回換気量

図4　オキシログ換気回数

図5　Tバード従量式モード一回換気量

図6　Tバード従圧式モード一回換気量
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